








要約 

①WHO は高令妊娠を 35 才以上としているが,今回の成績からも 30 才～35 才の群には,診療

側としては一応の注意を払うべきである。 

②妊娠中毒症の発生率が高く,定期診察の励行により,重症中毒症をある程度予防し得た。 

なお,完全防止の段階にいたらず,たえざる監視が必要である。特に若年妊婦群では理解が

十分でなく,この点配慮が必要である｡ 

③分娩遷延,胎児仮死の発生傾向にあるが,分娩監視装置の使用により,新生児仮死の発生

はかなり防止できた｡児の後遺症を考慮すると監視装置による管理が必要である。 

④40 才以上の群では奇型発生が多く,これを配慮の上診療にのぞむ必要がある｡ 


